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拡
　
大
　
防
　
止
　
策

各事業の中止等。
　□ショートステイの中止　□デイサービスの中止　□催しの中止
　□面会禁止　□その他(　　　　　　　　　　　　　　)
　　　※感染拡大の状況に応じて、必要時実施してください。

予
　
　
防
　
　
策

利用者・職員の健康観察を行い、有症状者の動向を把握している（毎日）。

発生状況（健康観察の結果）の動向を、1日1回施設全体で確認している（利用者・
職員）。

夜間休日を含め、緊急時に医療機関に受診できる体制を確保している。

感染対策委員会を定期的に開催している。

日常行うべき予防対策、発生時の対応策が盛り込まれている。

□マニュアルを整備してある。　□職員全員が目を通している。　□定期的にマ
ニュアルを見直している。

感染症対策
マニュアル 発生時の報告・連絡方法が記載されている（夜間・休日含む。）。

研修
（上記研修を）施設外研修参加の場合は派遣社員や委託業者に対して周知してい
る。

施設内で感染症および食中毒およびまん延防止のための研修を、定期的に実施し、
実施記録を作成している。

利用者の健康診断の結果を記録している。

職員の健康診断を定期的に実施している。

施設内に出入りするパート職員やボランティア等の健康状態を確認している。

（施設・居住系サービスのみ）施設内に出入りする実習生の健康診断の結果を提出
させている。

□に☑を入れてください。
　☑がつかない項目について最終報告時に対応策を記載してください。

来訪者に手洗いを勧めている。

職員は施設に入る前に手洗い（石けん・流水で30秒以上）を行っている。

手拭は使い捨てのペーパータオルか個人用のタオルを使用している（共用タオルは
置いていない。）。

日常の
健康管理

連絡体制

有症状時

症状がある利用者・職員には、速やかに受診をさせている。通所系の場合は家族等
に受診勧奨をしている。

症状がある職員には、勤務を控えさせる。

症状のある利用者に専用の部屋を用意している（個室の利用、複数の場合はゾーン
分け。）。

施設管理者は施設管理医に相談し、状況に応じて総合福祉事務所や保健所等に速や
かに連絡・相談を行っている。

施設内感染予防・拡大防止のためのチェック表（高齢者施設等）

別紙　　(表)
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利用者へ手洗いの指導をしている。

感染症対策委員会が幅広い職種で構成され、メンバーの責務・役割が記載されてい
る。

予防方法
(拡大防止)

定期的に室内換気を行っている。

衛生管理体制
(施設系サービ

スのみ）

感染対策担当者を決めている。

1ケア1手洗いを行っている。

使い捨ての手袋をはずした後に手洗いをしている。

症状のある利用者へのケアに当たる職員は、マスク・予防衣を着用し、ケア終了時
に手洗いを行っている。

夜間休日を含めた連絡体制を確認している（施設内・家族・各関係機関等）。

状況を家族等へ周知し、感染拡大の予防に理解・協力を求めている。



予防方法
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□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

排泄時ケア

空調

予
防
策

予
　
防
　
策

清掃
汚物管理

ワクチン

床が汚染した場合は、吐物を取り除いた後、消毒している。
吐物処理

吐物処理の物品（使い捨て手袋、マスク、ガウン、拭き取りの布、消毒液、ビニー
ル袋、専用バケツ等）が揃えてある。

吐物を処理する際に、使い捨て手袋、マスク、ガウンを着用している。

衣類が汚染した場合は、吐物を取り除いた後、消毒している。

おう吐があった場合、吐物を処理する職員と、利用者が吐物に触れないように利用
者を担当する職員が役割分担されている。

吐物処理をしているときに換気をしている。

室内や湿度が適温に保たれている。

施設内（フロア・居室）の温度・湿度管理の担当者が決まっている（インフルエン
ザ対策の責任者の兼任可）。

インフルエンザ流行前に職員の予防接種を実施または勧奨し、接種状況を管理して
いる。

排泄時ケアの必要物品（使い捨て手袋、ガウン、お尻拭きの布、消毒液、ビニール
袋、専用マット等）が揃えてある。

排泄時のケアの際に使い捨て手袋を着用し、1回ごとに手袋を交換している。

使用後のおむつ等はビニール袋等に密閉して移動している。

ドアノブ・手すり・ベッド柵等利用者が触れる可能性がある場所は清拭している。

施設内の床や、水回り（手洗い場、流し台、汚物処理室、浴室等）の清掃を定期的
に行っている。

汚物を触った手で触れたところは消毒液を含めた布で清掃している。

清潔区域（調理室、調乳室、給湯室等）と、汚染区域（トイレ、手洗い場、汚物処
理室等）を分けている。

排泄物の処理は汚染処理専用の場所で行っている。

汚染されたものは、清潔な区域（食堂等）と交わらない。
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ン
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胃
　
　
腸
　
　
炎

予防内服有・無（実施予定）。

セキ症状がある時は、マスクを着用している（利用者・家族・職員）。

インフルエンザ流行前に利用者への予防接種を実施している、通所の場合は勧奨し
ている。

別紙　(裏)


